
ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目
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保育・幼児教育の分野において、基礎知識を身につけるとともに、使命感、倫理観、責
任感をもって専門的な知識や技能を修得し、これらを柔軟に活用していくことができ
る。

保育・幼児教育を取り巻く様々な問題に取り組み幅広い教養を身につけるとともに、変
化する社会に対応するための協働的な実践力を身につけている。

自己理解を深め目標に向かって主体的に行動するとともに、多様性を尊重し、子ども・
保護者・地域住民との良好な信頼関係を築いていくことができる。

１．学びつつある保育の理論と実践との統合をねらいとし、子どもの主体性を促す保育援助に必要な実践的知識・技術の
　　習得を図る。
２．保育全般に関する実践的側面についての理解を得、目指す保育者像を探る。
３．保育士資格の取得を図ることを前提に、保育者としての使命感を醸成する。

幼児教育学科
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評価方法／ディプロマポリシー 定期試験

科目名称：

担当者名：

区分
専門教育科目

授業の達成目標・到達目標

実習 2

保育実習Ⅲ

中村明成

１・保育所、児童福祉施設等の役割や機能を具体的に理解する。
２．観察や子どもとのかかわりを通して子どもへの理解を深める。
３．既習の教科の内容を踏まえ、子どもの保育及び保護者への支援について総合的に学ぶ。
４．保育の計画、観察、記録及び自己評価等について具体的に理解する。
５．保育士の業務内容や職業倫理について具体的に学ぶ。

実務経験のある教員の担当

.

授業形態 単位数

担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）

あり

《内容１》中村明成
障碍者支援施設支援員社会福祉士ケアマ
ネージャー

《経験年数１》
１１年１０か月

《内容４》 《経験年数４》

《内容２》 《経験年数２》

《内容３》 《経験年数３》

幼児教育DP(2)

幼児教育DP(1)



a a

事前事後学修時間（分）

実施しない。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

実習施設について、よく
理解できている。

利用者とのかかわりを、
積極的に実践しようとし
ている。

　事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時間と
事前事後学修を含め学則第17条の2で規定された学修時間が必要である。

＜保育実習Ⅲの対象となる施設における実習の内容＞
１．施設の生活と一日の流れ
　（１）施設の生活と一日の流れ
　（２）施設の役割と機能
２．利用者理解
　（１）利用者の観察とその記録
　（２）個々の状態に応じた援助とかかわり
３．養護内容・生活環境
　（１）計画に基づく活動や援助
　（２）利用者の心身の状態に応じた対応
　（３）利用者の活動と生活の環境
　（４）健康管理、安全対策の理解
４．計画と記録
　（１）支援計画の理解と活用
　（２）記録に基づく省察・自己評価
５．専門職としての保育士の役割と倫理
　（１）保育士の業務内容
　（２）職員間の役割分担と連携
　（３）保育士の役割と職業倫理

＜実習日程＞
「保育実習Ⅲ（児童福祉施設）」10日間…２年次６月または８・９月

＜準備学習＞
事前・事後指導として「保育実習指導Ｄ」授業内で行う。

教科書・参考書

実習事前準備

実習

実習施設について、自分
から調べ学びを深めてい
る。

実習記録を評価・確認し、返却する

「実習指導の手引き」金城大学短期大学部幼児教育学科  「施設実習ガイド」　ミネルヴァ書房　2018

各実習先の評価、実習生自身の自己評価を含む養成校による評価を合わせて行う。（１００％）
（実習先からの総合評価が不可の場合は、幼児教育学科専任教員一同の協議で決定する）

　定期試験は、

記録

a

職員からの指示を理解し
て、記録に反映させてい
る。

職員からの指示を理解
し、実践しようと努めて
いる。

課題に対してのフィードバック

積極性に欠け、実践を振
り返らない。

授業の内容・計画

利用者とのかかわりを自
ら行動し深め、自分の実
践を振り返っている。

職員からの指示を理解
し、ねらいを持って、実
践し記録に活かしてい
る。

事前事後学修の内容

成績評価の方法・基準

記録の正確性に欠け、振
り返ることができていな
い。

日々の実践を、詳細に記
録でき、ふりかえりがで
きる。

a

すばらしい とてもよい よい 要努力評価ルーブリック

a

実習施設について、理解
ができていない。

実習施設について、理解
できている。


